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（通巻第１３８７号）

特殊教育 第126号指導資料
－小，中，盲・聾・養護学校対象－

平成14年９月発行鹿児島県総合教育センター

授 業 に 生 か す 個 別 の 指 導 計 画

盲学校，聾学校及び養護学校学習指導要領

では，より一層，個に応じた指導の充実が求

められている。特に，自立活動及び重複障害

者の指導に当たっては，個別の指導計画を作

成することが明記された。当センターでは指

導資料（特殊教育第119号）で既に紹介し，各

盲・聾・養護学校や特殊学級においても個別

の指導計画の作成・活用が進められている。

実際に作成された個別の指導計画を授業に

生かし，より一層，個々の子どもに対する指

導を充実させるためには，個別の指導計画を

毎時間の授業等にどのように具体化していく

かを明確にする必要がある。

そこで，本稿では一人一人に応じた学習活

動が一層充実するように，個別の指導計画を

授業に生かす取組について述べる。

１ 学習内容と活動の設定

個別の指導計画の作成については一定の

書式や内容の決まりはないが，少なくとも

子どもの実態とそれに基づく長期目標及び

短期目標が示されているのが一般的である。

個別の指導計画に示された子どもの実態

やそれに基づく目標等から毎時間の授業等

の学習内容を設定する際の流れは，図１の

ように示される。大きく分けて，①一人一人

の実態や目標等を基に必要な学習内容を取り

上げて新たな単元や題材を構成する方法，②

学習集団，学級や学年の全体指導計画に基づ

く単元や題材に設定されている学習内容の中

から一人一人の実態や目標等に合わせて選択

する方法の二つがある。実際には，両方を組

み合わせて学習内容を設定する場合もある。
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図１ 学習内容の設定の流れ

図１に示した授業レベルの課題とは，個別

の指導計画に示した子どもの目標を達成する

ために実際の授業で取り上げる課題である。

一般的には１か月間から１学期間を想定して

設定された短期目標を段階的に授業レベルの
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課題に具体化し，それを基に授業の学習内容

を選択・設定する。

自立活動の指導では，学習指導要領に示さ

れた「自立活動の内容」の中から個々の指導

目標を達成させるために必要な項目を選定し，

それらを相互に関連付けて具体的な学習内容

を設定する手順が一般的である。その際にも，

項目を授業レベルの課題に具体化してから学

習内容を設定する。

図２は前述した②の流れによる短期目標か

ら授業レベルの課題への具体化と学習内容と

活動の設定例である。

短 期 目 標

○ 簡単な指示を理解したり，身振りや発声

で要求を示したりすることができる。

（10か月レベルのコミュニケーション能力）

子どもの実態等授業レベルの課題

① 大人の話す言葉のイントネーションをま

ねることができる。

② 「おいで」と呼ぶとこちらに来ることが

できる。

③ 「ちょうだい」に応じて，物をわたすこ

とができる。

④ 指差しで要求を示すことができる。

他の領域の課題 単元の学習内容

学習内容の設定

○ 秋の素材で飾りや衣装の製作を行う学習

① 声を出してあいさつをする。

② 呼ばれたら移動する。

③ 指示された物をわたす。

④ 指差して素材を要求する。

学習形態・集団学習活動の設定

① 教師の模倣をして，声を出してあいさつ

をする。

② 教師の呼び掛けで活動場所へ移動する。

③ 指示に応じて教師へ素材や衣装を渡す。

④ 自分の好きな素材を指差して選ぶ。

図２ 授業レベルの課題への具体化例

と学習内容と活動の設定例

ここでは短期目標に「10か月レベルのコ

ミュニケーション能力の育成」を設定した

子どもの授業レベルの課題への具体化例を

示した。具体化された授業レベルの課題を

基に，コミュニケーション以外の領域の授

業レベルの課題との関連を図りながら単元

の学習内容からの選択を行って最終的な学

習内容を設定する。次に学習内容に応じて

子どもの取り組む活動を用意し，その活動

を通して学習内容を子どもが習得していく

ようにする。

学習内容に応じた活動は，子どもの「よ

さ」が生き，主体的に取り組めるように次

のような点に留意して選択する。

ア 見る，聞くだけの授業ではなく，子

どもが参加できるものであること。

イ 物事を断片的ではなく一つのまとま

りとして経験できるものであること。

ウ 感覚・運動面で多様な体験ができる

ものであること。

エ 活動の見通しがもてるものであるこ

と。等

このように段階を踏むことで，個別の指

導計画が授業に生かされていく。

２ 学習形態・学習集団と指導体制

(1) 学習形態・学習集団の構成

学習内容・活動によって効果的な学習

形態・集団の構成を工夫することで指導

を最適化した授業が可能となる。複数の

子どもが授業に参加する場合は，図３に

示すように一人一人の授業レベルの課題

を「個別的な課題 「共有できる課題 ，」， 」

「集団活動を生かす課題」等に分け，共

通する課題をもつ子どもはグループ分け
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し，独自の目標をもつ子どもには個別指導

が行える学習内容を設定する。

一人一人の授業レベルの課題

学習内容・活動

① 個別的な学習内容・活動

② 共有できる学習内容・活動

③ 集団活動を生かす学習内容・活動

学習形態・集団

① 個 別

② 小 集 団

③ 中～大集団

授 業
図３ 学習内容と学習形態・集団

個別の指導計画は課題や目標を個別化す

るものではあるが，必ずしも個別指導を意

味するものではない。個別的な課題の中に

は，集団活動の中でこそ達成できるものも

あることに留意する必要がある。例えば，

コミュニケーション能力を育成する場合に

は，集団による指導が効果的な場合が多い。

学習形態・集団の構成は学習内容・活動

によって異なる。授業の展開の過程を想定

して，子ども一人一人が主体的に取り組め

るように，授業の前半を全体での指導に当

て，後半を小集団や個別指導にするなど，

１時間の授業の中で学習形態を変化させる

ことも必要となる。

(2) 指導体制の工夫

集団による指導の場合，二人以上の教師

が協力して指導することが多い。その際は，

ティームティーチングの指導体制を取るな

どの工夫が必要となる。ティームティーチ

ングによる指導では，子どもの実態や学習

内容等に応じて指導形態（図４）を組み立

て授業の過程で柔軟に使い分ける。また，

複数の教師が各自の役割を認識し協力して

授業を進行するためには，授業の指導案

に役割を具体的に明確化する取組も必要

である。図５は，上記のことを踏まえた

肢体不自由養護学校中学部重複学級での

ティームティーチングによる生活単元学

習指導案例である。

① Ｔc

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｔc :チーフ
Ｔ1,Ｔ2:サブ

Ｔ1 Ｃ :子ども

② Ｔc :主たる支援
:補助的な支援

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｔ1

③ Ｔc

Ｔ1 Ｔ2

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

図４ ティームティーチングの形態例

３ 授業の評価と指導計画の改善

実施した授業については，子ども一人一

人に対して次の評価を行う。

(1) 目標達成度の評価

(2) 集団の構成や指導体制の評価

(3) 指導の手だての評価

目標が達成できた場合は次の段階での目

標の設定を行う。目標が達成できなかった

場合は目標や学習内容，手だての見直しを

行い，個別の指導計画の改善を行う必要が

ある。

このように個別の指導計画を授業に生かす

取組が行われることで一人一人に応じた学習

活動の充実を図ることができる。
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１ 単元名 「秋を感じよう」

サブの支援（具体的な支援)４ 個人目標 Ｃ1：声を出してあいさつができる。 Ｃ2：安定した座位を保持することができる。
呼ばれたら移動することができる。 みんなの前で発表することができる。

目標の個別化 目標の具体化指示された物をわたすことができる。 自分の名前を読むことができる。
指差して素材を要求することができる。 友だちとのかかわりをもつことができる。

５ 授業の実際
過 教 師 の 支 援

学 習 活 動 Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 備 考
程 Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 Ｃ5 （教材・教具）

１ 円形に集合する。 ・ いすに座りリ ・ 姿勢を正しく ・ 姿勢良く座位 ・ 座位保持いす ・ 姿勢を正しく 座位保持いす
ラックスできる していすに座れ 保持いすに座れ に座り落ち着け していすに座れ
ようにする。 るようにする。 るようにする。 るようにする。 るようにする。

２ 始まりのあいさつをする。 Ｔc ・ 日直の号令で始まりのあいさつができるようにする。導 学習環境の整備
・ 教室の設営を見せながら前時までの学習を発表ができるようにする。

入 ・ シートの下から秋の素材を取り出すことで，本時の学習に興味をもつようにする。 ブルーシート
３ 本時の学習の確認をする。 Ｔc ・ 秋の素材に触れさせながら前時を振り返られるようにする。
・ 前時までの学習を振り返り，素材に触れながら確認を ・ 本時の学習内容は秋の素材を使って衣装を作る「秋で着飾ろう」であることを伝える｡ 落ち葉７
する。 ・ グループを発表する。 木の実分

・ 本字の学習についての話を聞く。 ・ 素材に触れさ ・ 前時の活動の ・ 素材に触れる ・ 素材に触れる ・ 前時の活動の 草花
せ，活動に興味 発表への励まし ことで活動に興 ことで活動に興 発表への励まし かご
がもてるように や賞賛を行う。 味をもてるよう 味をもてるよう や賞賛を行う。

秋で着飾ろう ～秋の素材で衣装を作ろう～ 励ましや賞賛を 励ましや賞賛を 励ましや賞賛を
行う。 行う。 行う。 衣装の下地

４ 衣装の下地をもらい，三つのグループに分かれて，秋の リボン・ひも
展 素材を張り付けて衣装を作る。 Ｔc ・ 衣装の下地を配り，グループごとに活動を始められるようにする。 両面テープ

多様な教材Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ ・ 声掛けをしな ・ 名前の書かれ ・ いろいろな素 ・ 自由に手に取 ・ 名前の書かれ
個への評価 の準備・ 活動場所へ移動 ・ 呼ばれた活動場 ・ 教師と一緒に がら活動場所へ た衣装 材の感触を り活動に参加で た衣装の下地を

する。 所へ移動する。 移動する。 の移動を促す。 の下地を選ばせ 楽しみながら張 きるようにする｡ 選ばせる｡
・ 好きな素材を選 ・ 自分から素材に ・ 落ち葉やスス ・ 素材を口に入 る。 り付けられるよ ・ 衣装の下地を
ぶ。 触れて感触を味わ キで手足・顔を れないように気 ・ 素材を口に入 うにする。 破いたり，口に ・ 自分で活動を

・ 自分で素材を張 う。 触ってもらい感 を付ける。 れないように気 ・ 好きな素材を 入れたりしない 選ぶように働き
り付ける。 ・ かごの中のどん 触を味わう。 ・ 好きな素材を を付ける。 自分で選べるよ ように気を付け 掛ける。

ぐりを手でかき回 ・ かごの中のど 自 うに る｡ ・ 自発的な活動学習形態（学習集団 チーフの支援
・ 素材の上を転が して感触や音を楽 んぐりを手で触 分 声掛 を促す。の構成と変化） (具体的な支援)
り張り付ける｡ しむ。 り感触を味わう｡ で選べるように ・ 自分で活動を けをする。 ・ 素材の上を転 落ち葉落下装置

・ 好きな素材を指 ・ マット上で落 声掛けや励まし 選ぶように働き ・ 落ちてきた落 がったり，友だ ・ 友だちとのか
・ 友達同士で張り 差して選ぶ。 ち葉の感触を味 を行う。 掛ける。 ち葉の感触が味 ちとかかわった かわりをもちな開
合う。 ・ 選んだ素材を教 わう。 ・ 友だちとのか ・ 友だちとのか わえるようにす りしながら活動 がら楽しく活動 ハンモック

師へわたし，一緒 ・ ハンモックで かわりをもちな かわりをもちな る。 できるようにす できるようにす
・ 自分の考えで製 に張り付ける。 揺らしてもらっ が がら ・ 表情に注意し る。 る。23 学習内容の個別化
作を進める。 ・ 素材の上を転が て素材を衣装に ら活動ができる 楽しく活動でき ながらハンモッ分

図５ 個別の指導計画に基づいた授業の展開例
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